
ふゆ　　　　  き　                かん         さつ

冬の木の観察

＊ 見分けのチェックポイント ＊

●芽のならび方は？　□互生　　　□対生

●葉痕の形は？　
　□半円形　　　□だ円～円　　　　  □三日月形　　□U字形
　□V字形　　　 □変形クローバ　　　□三角形
●芽をやさしくさわってみよう。
　□かたくて、芽鱗がある。　□やわらかく、細かな毛がある。
●色　□茶色～おうど色　□赤　□黄緑　□黒っぽい
●先の形　□とがっている　□まるい
□同じところに、いくつか芽がついている？→
□枝にトゲがある？

有鱗芽 裸芽 隠芽 葉柄内芽
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～休眠の姿～
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芽鱗（がりん）

芽鱗痕（がりんこん）
：前年の芽鱗がついていたところ。

葉痕（ようこん）
：葉が枝についていたところ。

髄（ずい）
：枝や茎の中心にあり、この形が見分け
ポイントになることもある。

皮目（ひもく）：空気の出し入れ口。
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～芽のつく位置～

花芽→枝の中でくらべると、芽が大きめ。

葉芽→芽が小さめ。

混芽：花芽+葉芽→芽が大きい。

～芽の中身～
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］

き　こう　　　　　　　　　　えだ　　みき　　ね

　葉には気孔があるが、枝や幹、根には
　皮目ができる。
　古くなると、“かさぶた状”になる。

くう　き　　　  だ　　　い　　　ぐち

：芽を包む硬い皮。ウロコのように
　何枚も重なっている。
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木の種類いろいろ。

　　　　　　芽の色・形もいろいろ。

注★このシートではわかりやすい形・色のイラストにしています。　作製：札幌市博物館活動センター えだ


